
 

 

教科名 音楽 実施学年  １年 週時数 １・５時間 

１ 学習の目標等 

学習の目標 

（１）歌詞の内容や曲想に関心をもち、音楽表現に生かしながら主体的に歌唱する。 

 

（２）音楽の楽典（音符の長さ、種類、拍の特徴、音の高低、強弱、曲の形式）を覚え、音楽の表

現に生かしていく。 

（３）声や楽器の音色や響きの相違点を感じとり、良い音楽をできるように技能を身につける。 

 

（４）様々な音楽を聴き、曲の特徴やその背景となる文化・歴史・作曲の思いを感じ取る。 

 

（５）仲間とともに協力し合い、合唱や合奏を演奏する楽しさを味わう。 

使用教科書 

副教材等 

ミュージックノート、ファイル、楽譜 

  

 

２ 学習計画及び評価方法等 

学期 月 学習内容 学習のねらい 評価 備考 
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学 

期 
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・音楽の授業についての
説明 

 

 

・「校歌」  

手拍子を行う 

リズム唱を行う 

階名唱を行う 

 

 

・校歌の写譜を行う 

（提出） 

 

・歌唱テスト「校歌」 

 

 

 

 

・過去の合唱際の DVDを
鑑賞し、中学校の歌唱を学
ぶ。 

 

 

・「My Voice！」  

発声方法や音楽のジャン
ルによって同じ声にも種
類があることを学ぶ  

 

・「魔王」  

詞と内容に沿って旋律の
雰囲気や伴奏の形が様々
に変化していくことを知

・音楽室への移動、教室での使用の注意、持
参する物、移動の注意事項、授業について
のマナーを身につける。 

 

・歌詞の意味を理解し、言葉とリズム、音程
を覚え歌唱する。 

・「校歌」を一人で歌える。 

・一人一人の声に耳を傾ける。 

・音程、リズムを身につけ、一生懸命に歌唱
する。 

・校歌の楽譜を綺麗に書けるようにする。 

 

 

・各個人がどのくらい歌唱力を身につけたか
確認し、今後の指導に生かす。 

（歌詞、歌う姿勢、口形、声の出し方、リズ
ム） 

 

・先輩の曲やホールの舞台の大きさ、動きを
意識し歌唱する。 

・過去の合唱のレベルを理解する。 

 

 

・様々な「声」を学ぶ  

・続く教材で「声の種類」や「歌い方」という
視点が持てるようにする  

 

 

・詞と曲想のかかわりを理解する（知識）  

・音楽の構造（音色、テクスチュア、強弱）を
知覚し、曲の良さや美しさを味わって聴く（思
判断表現）  

・音楽の授業
について諸注
意を良く聞い
ているか評価
する。 

 

 

 

・一生懸命に
取り組んでい
るか評価する。 

 

 

・歌唱テスト 

（独唱） 

必要な技能が
授業で身につ
いたか。（音程、
リズム、歌詞） 

・歌のテスト
中のプリント
も評価する。 

 

・音楽を聴き
課題に対して、
自分の言葉で
文章にまとめ
ることができ
たか 

・鑑賞ワーク
シートを評価 

（詩と曲想の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歌唱テス
ト中、校
歌、楽典の
プリント
を書かせ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 習 の 指 針（シラバス） 
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り、曲想と音楽の構造のか
かわりについて学ぶ 

 

・合唱コンクール歌唱「ク
ラスの合唱」 

歌詞の内容や曲想を感じ
取り歌唱する。 

曲の構成を理解し演奏す
る。 

 

・歌唱テスト 

 

・歌い方や旋律の雰囲気と詞の内容に関心を
持ち主体的、協働的に学習に取り組む 

 

・全体の音楽を知り階名唱、母音唱をする。 

・各パートの音を意欲的につかみ、歌唱でき
るようにする。 

・他のパートの関わりを感じながら合唱す
る。 

 

 

・各パート 1 人から 2 人で歌い周りと合わせ
て歌う。 

・自分のパートをつられることなく歌う。 

関わりを理解
しているか、そ
れが良さと感
じているか） 

 

 

 

 

 

 

自分のパート
を正確に歌唱
できているか 
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合唱コンクールの自由曲
の練習 

パート練習 

他のパートと合わせ練習
を行う。 

曲の構成を生かした全体
練習を行う。 

指揮者、伴奏者を含めた
音楽づくりを行う。 

 

・合唱コンクール反省 

 

 

・「赤とんぼ」 

・教師の説明を聞き、歌
詞が表す情景を思い描
く。 

・歌詞唱・階名唱を行
う。 

 

・歌唱テスト 

 

 

・トーンチャイム 

「星に願いを」の鑑賞を
する。 

・トーンチャイムの楽器
の特徴を知り、演奏の仕
方を学ぶ。 

・グループに分かれ、各
自の音決め、自分の音を
楽譜で確認し、印をつけ
る。 

 

・階名唱や自分の音を手
拍子で演奏できるように
する。 

・トーンチャイムのグル
ープ手拍子練習をする。 

 

・グループの手拍子テス
トをする。 

・テストの音楽を録音
し、演奏後鑑賞する。 

 

 

・全体の音楽を理解する。 

・各パートの音を覚え、他のパートを合わせ
て合唱する。 

・曲の特徴を理解し、主体的に音楽をつくる。 
・合唱、指揮者、伴奏の３つのバランスを生
かし表現をする。 

 

 

 

 

・自分のクラス、他のクラスの演奏の良さや
改善点を理解し、今後の演奏につなげていく。 
 

 

・歌詞の情景や心情を理解し表現する。 

・表現に必要な技能（発声、言葉の発音、体の
使い方）を身につけて歌唱で表している。 

 

 

 

・フレーズを感じながら歌う。 

・強弱を表現している 

 

 

・「星に願いを」の全体の音楽を聴き、どんな
楽器で演奏しているかを考える。 

・トーンチャイムの音の特徴を理解し、演奏
の仕方、響き、ドイツ音名を学ぶ。 

 

・自分の音を決め、楽譜に印をつける。そし
て主体的に演奏する。 

 

 

・階名、リズムを理解し、手拍子演奏をする
ことで、各個人の楽典能力を身につける。 

 

・全体を３つのグループに分け、リーダーを
中心に練習ができるようにする。 

 

・全体の曲の流れを感じながら、自分の音を
手拍子で演奏する。 

・テストの録音を聴き、抜けている音やリズ
ム等の確認し、今後の練習につなげていく。 

・他のグループの演奏を主体的に聞き、良い
ところ、直す部分を聴きとることができるよ
うにする。 

・全体の音楽
をイメージし、
自分パートを
歌唱できたか。 

・曲の特徴を
感じながら、主
体的に合唱に
取り組んだか。 

 

 

・DVD を鑑賞
し、さらに本番
を意識しなが
ら合唱をした
か。 

 

・合唱コンク
ー ル を 通 し
様々なことを
感じることが
できたか。 

・声の鑑賞プ
リントに音楽
を聴きながら
記入できたか。 

 

 

 

魔王の鑑賞プ
リントの課題
を記入できた
か評価する。 

 

 

 

 

 

合唱コンクー
ルの経験を生
かし、意欲的に
取り組んでい
るか。 

・歌唱テスト 

練習したこと
ができるか。 

・楽器の音色
の特徴、演奏の
仕方を、全体の
中で観察する。 

 

プリント
配布 



・積極的に取
り組んでいる
かを評価する。 

・楽譜に印を
つけているか
確認する。 

・意欲的に練
習を行ってい
るか評価する。 

・他のグルー
プの演奏の感
想を書き、良く
聞いているか
評価する。 

・演奏の奏法、
響きを感じて
いるか等を演
奏の仕方を評
価する。 
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３ 

学 

期 
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・トーンチャイムで演奏 

２学期で練習した曲を楽
器で演奏する。 

 

 

・グループの演奏のテス
ト 

 

 

 

 

・春 

・演奏を聴き何種類の楽
器が使われているかを考
える。 

・映像を見て、どのような
楽器が使われているのか
を理解する。 

・教科書を見て、ソネット
を基に作曲されているこ
とを理解する。 

・手拍子の練習を生かし、楽器で演奏できる
ようにする。 

・自分の音が余裕をもって演奏できるように
叩き方などを意識しながら練習をする。 

 

・練習した成果を全員の前で演奏する。 

・演奏の感想をプリントに書く。 

・演奏を聴き、互いの良さ、改善点を理解す
る。 

 

・曲想と楽器の音色、旋律、形式のかかわり
について理解する。 

・ソネットを手掛かりに作曲者が表現しよう
とした情景を感じ取る。 

一生懸命に取
り組んでいる
か。・ 

 

 

・演奏の評価 

演奏を聴いて
プリントに書
くことができ
たかを評価す
る。 

・その時代背
景を理解した
中で、音楽の特
徴、楽器の音
色、作曲者の想
いなどをプリ
ントにまとめ
評価する。 

 

プリント
配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 評価について 

  評価の観点及び内容・評価材料 

観点 評価の観点及び内容 評価材料 

知識・技能 

・曲想の音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性に

ついて理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現を

するために必要な歌唱、器楽、創作の技能を身につける。 

技能テスト、発表の時や授業での

様子 

 思考・判断・表現 

音楽の形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、そ

れぞれの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、ど

のように表すかについて考え、音楽を自分なりに評価しな

がら良さや美しさを味わって聴く。 

友達の音楽や録音した音楽を聴き

比べ、知覚・感受した内容とそれら

の関わりについて考える状況を評

価する。また音楽の特徴を理解し

たことを生かしながら、よさや美

しさを味わって聴いている状況を

評価する。 

主体的に学習に取

り組む態度 

音や音楽に親しむことができるよう、音楽活動を楽しみな

がら主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組も

うとしている。 

鑑賞：音楽の特徴や背景などと関

連付けながら、自分の考えをプリ

ントに書き鑑賞する内容を評価す

る。技能：録音した音楽の良いとこ

ろ、直すことを聞き分け、主体的に

練習する姿勢を評価する。良い音

の響き、良い演奏を意欲的に聞き

取り、演奏できるように取り組む

姿勢を評価する。 

 

☆印の項目は、授業に欠席した場合、評価に含めることができない場合があります。 


